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1 1961年に開催された「集団鞭打ち運動」に関する国際会議がコンフラテルニタスについて最初に注意を喚
起した出来事の一つとされている。Il movimento dei disciplinati nel settimo centenario dal suo inizio 
(Perugia: Desputazione di Storia Patria per l’Umbria, 1961).







ミネルヴァの聖母教会付聖体会(Compagnia del Santissimo Corpo di Christo posta nella Chiesa 



























































ソ・マインド」（Mestizo Mind）あるいは「文化的ハイブリッド化」(Cultural  hybridization）
などの概念をもちだし、接触の際の複雑・多元的な双方向的結合状態を描写し歴史的な主題にし
ようとしている。ハイブリッド（混成）とは、二つの対象が一致するとき、お互いの長所と短所
                                                 
3 Shinzo Kawamura, Making Christian Lay Organizations during the “Christian Century” i  J pan. (1999 




シアにおける千年王国信仰の交錯－」『思想』（2002）5、31～70頁。Sanjay Subrahmanyam, Explorations in 
Connected History: From the Tagus to the Ganges. (Oxford; Oxford Univer ity Press, 2005). 
































































（３） コンフラテルニタスを取り巻く世相  


















  さらに、オラトリオ会やメルセス会などの 16世紀における新修道会の創設者たちが、長く、何
らかのコンフラテルニタスの有力メンバーであった点も見過ごすことができない。「神の愛の会」































































                                                 
5 清水紘一、『織豊政権とキリシタン－日欧交渉の起源と展開』（近世研究叢書５）岩田書院 2001年 18～
19頁。 









































































（４） 伴天連追放令以後の日本におけるコンフラテルニタスの変容  
 1587年（天正 15）6月 19日、秀吉は突如「伴天連追放」を命じる「定書」を交付した。その

















































（１） コンフラリヤによる共同体と真宗門徒組織  
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る姿が描かれている。旗の上部には、「聖なる秘跡は賛美されよ」（Lovvad seia o santissimo 
sacramento）のラテン文字が見える。一揆農民たちがこの旗を自らの象徴としたのにはわけがあ
る。実はこの図像の原型はローマにあるソプラ・ミネルヴァ聖母教会付聖体会の紋章である。彼
等が 1543年に発行した「会則」の表紙に刻印されているものである。つまり、一揆農民たちは、
島原・天草でキリシタンが全盛であったころの、「聖体の組」のコンフラリヤの旗を持ち出してき
たということである。この旗にこそ、場所・環境は異なってはいるものの、同じ精神を共有した
ヨーロッパと日本の「接続された歴史」の一面を見ることができるのであり、ここに「文化的ハ
イブリダイゼーション」の実際の結実をみる思いがするのである。 
（本稿は、シンポジウムの発題の折、会場で提示した内容を文章としたものである関係上、引用・
注釈は必要最小限にとどめた。ここに掲げた記述の根拠、典拠は、拙著、『キリシタン信徒組織
の誕生と変容－コンフラリヤからこんふらりやへ』（教文館、2003年）においてすべて提示した
ものであるため、そちらを参照していただければ幸いである。） 
 
 
 
